
〒631-8524　奈良市中登美ヶ丘3丁目15-1

TEL.0742-93-9958（入試広報課）
https://www.naragakuen-u.jp/

〒631-8524  奈良市中登美ヶ丘３丁目15-1
●近鉄けいはんな線「学研奈良登美ヶ丘」駅から西へ約1000メートル
●近鉄奈良線「学園前」駅から奈良交通バスで約9分「中登美ヶ丘四丁目」下車、東へ約150メートル
●近鉄京都線「高の原」駅から奈良交通バスで約15分「北登美ヶ丘一丁目」下車、西へ約620メートル

周辺 MAP 奈良学園大学へのアクセス
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看護学研究科看護学専攻の概要

アクセス

納付金

交通の利便と豊かな環境に恵まれたキャンパス

学　　位 修士（看護学）

定員（1学年） 8名 男女共学

修 業 年 限 原則2年※　　　　　　　※長期履修学生制度有

入学 時 期 4月

設 置 場 所
奈良学園大学
（奈良市中登美ヶ丘3丁目15－1）　

❶他校（卒業者）

❷長期履修学生

❸本学保健医療学部看護学科（卒業者）

※CNSを履修するコースは別途実習費として2年目に100,000円が必要となります。
※別途諸費が必要となります。
※実習地までの交通費、教科書代等が別途必要となります。

奈良学園大学には、保健医療技術
を学ぶための施設や設備が整って
おり、最先端の保健医療を総合的
に学べます。

キャンパスは、「関西文化学術研究都市」の一角にあります。学研都市は創
造的な学術・研究の振興を行い、新産業・新文化などの発信の拠点・中心
となることを目的として整備され「科学技術とふれあうまち」の愛称のもと、
大学院や企業の研究施設が集結しています。

先端の医療が体験的に学べる充実の施設設備 関西文化学術研究都市の一角、
先進的な情報が集積する立地

入学検定料

35,000円

入学検定料

35,000円

入学検定料

35,000円

入学金

200,000円

入学金

200,000円

入学金

50,000円

授業料等
750,000円

（2年目750,000円）

授業料等
500,000円

（2年目・3年目年額500,000円）

授業料等
750,000円

（2年目750,000円）

高度実践看護師（CNS）教育課程設置
（精神看護専攻教育課程 精神看護専門看護師）

看護学研究科
看護学専攻［修士課程］
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高度なヒューマンケアを提供できる高度なヒューマンケアを提供できる
保健医療専門職者を養成する保健医療専門職者を養成する
大学院看護学研究科を設置大学院看護学研究科を設置

在宅、育成、精神、3分野の専門性を高める

・ 各専門分野の諸理論に精通し、臨床現場で生じる課題を科学的、論理的に解決する方法
を修得し、質の高い看護実践力を有している。
・ 臨床で生じる課題について、研究手法を用いて科学的に探究できる能力を有している。
・ 各専門分野において、臨床での看護実践を教育するための知識を有している。
・ 高い倫理観をもち、臨床で生じる倫理的問題に対して、適切に判断し、調整する方法を見出す。
・ 看護実践および教育、研究について、国際的視野をもち、保健医療チームにおけるリーダー
として、他のメンバーを尊重し、協働や連携を促進できるマネジメント力を有している。

多様な看護の専門分野を統合して学ぶことによって、社会の要請が高まる3つの看護分野に
おいて、卓越した実践力を発揮する看護師をめざします。

カリキュラムは、基盤科目、専門科目、研究科目からなり、修了要件は30単位以上（CNSを履修するコースは44単位以上）となります。

●修了要件及び履修方法

研究科目

専門科目※

基盤科目※

■特別研究（8単位）　　■課題研究（4単位 CNSを履修するコースのみ選択）

※「直接ケア実習」以外は全て2単位　　 ○必修科目　■選択科目

○国際医療特論
■国際看護特論

■ヘルスプロモーション特論
○看護倫理特論

■コンサルテーション論
■看護理論特論

■看護教育学特論
■看護管理学特論

■臨床薬理学
■病態生理学

■フィジカルアセスメント
○看護研究特論

■在宅看護学特論Ⅰ
　（在宅看護学）
■在宅看護学特論Ⅱ
　（慢性期）
■在宅看護学特論Ⅲ
　（回復支援）
■在宅看護学特論Ⅳ
　（地域包括支援）
■在宅看護学特論演習

基盤科目から必修6単位を含み10単位以上、専門科目から3つの分野のうち1つの分野を主たる分野として演習2単位を含む8単位以上及び他の分野から4単位以上の計12単位以上、研究科目から特別研究8
単位を加え、合計30単位以上を修得し、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、精神看護学分野の急性期精神看護学特論と地域移行支援精神看護学特論、実習科目は除く。
CNSを履修するコースにおいては、基盤科目16単位以上（国際医療特論、看護倫理特論、看護研究特論、臨床薬理学、病態生理学、フィジカルアセスメント12単位必修、コンサルテーション論、看護理論
特論、看護教育学特論、看護管理学特論から4単位以上）、専門分野24単位以上（特論4科目8単位、演習2科目4単位、実習4科目10単位はそれぞれ必修、急性期精神看護学特論または地域移行支援精神
看護学特論からいずれか1科目2単位選択）、研究科目から課題研究4単位を加え、合計44単位以上を修得し、課題研究の成果の審査及び最終試験に合格すること。

■育成看護学特論Ⅰ
　（発達支援）
■育成看護学特論Ⅱ
　（次世代育成支援）
■育成看護学特論Ⅲ
　（リプロダクティブヘルス･ケア）
■育成看護学特論Ⅳ
　（家族支援）
■育成看護学特論演習

■精神看護学特論Ⅰ
　（歴史･法制度）
■精神看護学特論Ⅱ
　（精神･身体状態の評価）
■精神看護学特論Ⅲ
　（精神科治療技法）
■精神看護学特論Ⅳ
　（精神看護理論、援助技法）
■地域移行支援精神看護学特論

■急性期精神看護学特論
■精神看護学演習Ⅰ
　（精神科治療技法）
■精神看護学演習Ⅱ
　（精神看護理論、援助技法）
■精神看護学実習 アセスメント
■精神看護専門看護師役割実習
■直接ケア実習
■上級直接ケア実習

・ 高度な看護実践能力と教育研究能力を有する人材を育成するための教育課程を編成する。
・ 高度な看護実践能力と教育・研究の基盤となる専門的知識と学際性を備え、高い倫理観
と国際性を養うため、基盤および専門科目に区分した体系的な教育課程を編成する。
・ 基盤科目では、専門学習の深化と発展につながる基礎的理論および研究技法又は国際
的視野に立脚した最新の知識と科学的根拠に基づいた理論の教授に重点を置いた講義、
演習を行う。
・ 専門科目、研究科目として、講義、演習および特別研究・課題研究を通し、高度な専門
的能力を養成する科目を設置する。なお、CNSを履修するコースには資格認定のための
必要な科目を設置する。
・ 主指導教員と副指導教員による複数の教員指導体制のもと、高度な看護実践に貢献でき
る論文又は課題研究の研究指導を行う。

本学の大学院看護学研究科では、地域保健医療の推進のために重要な、
在宅看護、育成看護、精神看護の分野における専門性を高め、
多職種連携のもと、リーダーシップがとれる高い能力を備えた
高度保健医療専門職の育成をめざします。
また、精神看護分野にはCNS（Certified Nurse Specialist）を履修するコースも
設置（精神看護専攻教育課程）しています。
本コースでは、CNSの6つの役割（実践、相談、調整、倫理調整、教育、研究）を
学び、高い専門性と総合的な視野をもち独創性・指導性を発揮できる
精神看護専門看護師を養成し、地域のニーズに応えます。

奈良学園大学
保健医療学部学部長・研究科長

上野　栄一

学位授与要件に基づき修得する能力

教育課程や教育方法の特色

DP ［ディプロマポリシー］

CP ［カリキュラムポリシー］

カリキュラムの特色 教育課程の概要

在宅看護学分野

在宅看護学 分野 育成看護学 分野 精神看護学 分野（CNS）

育成看護学分野

精神看護学分野

CNSを履修するコース（精神看護専攻教育課程）

精神疾患患者に対して高い水準の看護ケアを提供する精神看

護専門看護師をめざすコースです。精神看護専門看護師の看

護ケアの対象は、精神科で治療を受ける患者さんだけにとどま

らず、身体的疾患により不安定な精神状態に陥った患者さんや

その家族の心のケアを行うため、さまざまな診療科を体験す

る場合もあります。

専門看護師の資格取得条件の詳細は、
P04をご確認ください。

高度実践看護師（CNS）教育課程設置高度実践看護師（CNS）教育課程設置
（精神看護専攻教育課程 精神看護専門看護師）（精神看護専攻教育課程 精神看護専門看護師）
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 今後、社会の要請が高まる
 3 つの看護分野

看護師のキャリアアップを応援

地域において、患者さんが自分らしく
過ごしていけるケアを探ります。

次世代を担う子どもの育成に
より深くかかわるケアを探究します。

専門看護師の資格取得を視野に
精神の健康保持や増進、疾病予防を考えます。

医療現場での豊富な経験を生かして、より高度で実践的な講義や演習を行います。

医師不足や超高齢社会という社会問題を背景に、看護職の活躍が大いに期待されています。
社会で活躍する看護職者の皆さんが、修学しやすい環境を整えスキルアップを支援します。

基礎看護学を基盤に在宅看護と
訪問看護および慢性期看護の分
野を統合し、高齢者の尊厳の保
持と自立生活の支援を目的にす
る地域包括ケアにおける看護に
ついて探究します。

母性・女性看護学と小児看護学
の分野を統合し、親になる準備
段階にある思春期から周産期、
子育て期、そして生まれてきた
子どもの小児期の看護について
探究します。

入院精神医療と地域精神医療の
場で高度な看護を実践し、看護
職者や多職種のコンサルテーショ
ン、組織のマネジメント、教育、
研究、精神医療の場で生じる倫
理的な課題をトラウマ・イン
フォームドケアの視点で解決す
る能力を修得します。

深める深める
専門分野専門分野

学びの学びの
ポイントポイント

在宅看護学
分野

育成看護学
分野

精神看護学
分野（CNS）

看護職者の資質向上に貢献する目的で、社会人の受け入れを行います。勤務しながら通学できるよう、夜間、土曜日、集中講義
開講や、修業年限を3年に延長する長期履修学生制度※を活用するなど、仕事をしながら学べるよう配慮しています。

2年以上在学し、履修規程に基づ
く修了所要単位数以上を修得し、
かつ、必要な研究指導を受けた上、
修士論文または特定の課題につい
ての研究の成果の審査および最終
試験に合格する必要があります。

本学大学院修了後、専門看護師の資格を取得するには次の条件を満たす必要があります。
❶看護師免許を所有している。
❷看護師免許取得後の実務研修が通算5年以上あること（うち3年間以上は専門看護分野の実務研修。なお、実務研修とは、精神科病院・
　総合病院の精神科病棟・精神科病院の外来や訪問部・精神科クリニック・精神科デイケア・精神保健福祉センター等の場での実務経験）
❸看護系大学院修士課程修了者で日本看護系大学協議会が定める高度実践看護師教育課程基準の所定の単位を取得していること。

［精神看護専門看護師資格CNSについて］

※CNSを履修するコースは、長期履修学生制度は利用できません

● 修了要件

※3分野のうち1つを主たる分野として
　演習2単位を含む8単位以上、
　及び他の分野から4単位以上。

※時間は予定

社会人が修学･研究しやすい環境

修了までの流れ

想定される卒業後の進路

1限 …… 9:00～10:30
2限 …… 10:40～12:10
3限 …… 13:00～14:30
4限 …… 14:40～16:10
5限 …… 16:20～17:50

平日 土曜

6限 …… 18:00～19:30
7限 …… 19:40～21:10

1限 …… 9:00～10:30
2限 …… 10:40～12:10
3限 …… 13:00～14:30
4限 …… 14:40～16:10

土曜･昼夜開講 長期履修学生制度

2年間の
カリキュラムを
3年間で修了

3年履修でも
2年間の学費で
学べる

CNSを履修するコース

基盤科目 専門科目 研究科目

基盤科目 専門科目 研究科目

単位以上10

単位以上16

単位以上※12

単位以上24

単位以上8
（特別研究）

単位以上4
（課題研究）

TYPE

01

TYPE

02

TYPE

03

高度な専門知識をもつ看護職者として、
医療機関、訪問看護ステーションなどに勤務

教育者・研究者として看護系大学や研究機関に勤務

大学院（博士後期課程）へ進学
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教員紹介 特別研究

課題研究

上野 栄一 教授・研究科長

　精神看護学は、こころのケアを探求する学問であ
り、また精神看護は看護の重要な基盤となる領域
です。特に対象者と看護師との会話の分析方法に
関心を持っています。また精神看護学領域における
理論と方法論に基づく援助そして評価の手法を学
び、看護師と患者さんとの間に起きている現象につ
いて会話分析や客観的評価を通して EBN に基づく
援助の方法について探求しています。

岩本 淳子 教授

　専門分野は保健管理学研究です。「地域住民のヘル
スプロモーション」や病床の明るさ、病院内転倒、サー
カディアンリズム、疫学研究をキーワードに「病室環
境研究」を行っています。入院中の転倒は外傷や骨折
の原因になるだけでなく、在院日数の増加やそれに伴
う医療費の増加にも関連しています。病床の明るさを
実際に測定し、複数の交絡因子を同時に調整した多
変量解析により病床の明るさが病院内転倒の発生に
及ぼす影響を縦断的に解明していく予定です。在宅に
おける療養環境と人の健康に関するテーマをお持ちの
方で、主体的に取り組んでいただける方を募集します。

臼井 キミカ 教授

　私の専門領域は「老年看護学」です。高齢者に対
する看護・ケアの質を高めるための研究に取り組ん
できました。具体的には重度認知症高齢者への日
常生活支援技術や、介護を担う家族・ケア担当者
に対する研修プログラム開発、高齢者虐待の要因・
課題分析や、虐待防止介入研究等で、フィールドは
病院・施設・在宅・地域など多様な場であり、研究
成果が多職種の連携・協同、地域づくりに拡がるこ
とを願って活動しています。

西薗 貞子 教授

　開発した看護師の能力指標を活用し、継続的な能
力の育成に取り組んでいます。多様で変化する課題
に向き合う看護師には、問題発見―問題解決力の研
鑽 が 必 要となりますので、IBL（Inquiry-Based 
Learning）を活用した教育プログラムの開発を進め
ています。これらの研究は、臨床との連携で行い、
現在は、基礎教育と卒後教育をカバーした円滑な移
行（トランジション）を図る教育設計に取り組んでい
ます。人材育成に関するテーマでの研究は歓迎です。

服部 律子 教授

　青年期からの親準備性、若者の健康支援、周産
期の母親のメンタルヘルスなどに焦点を当て、親に
なるプロセスや子育てを支援するための研究をして
います。マタニティケアやウィメンズヘルスケアなど、
母性看護学・助産学に関するテーマの研究指導を
行います。

堀内 美由紀 教授

　大学院では国際協力政策を専攻しました。高齢
化や生活習慣病、感染症対策や減災・防災など、
世界で取り組むべき課題に看護職、または研究が
果たす役割に関心があります。国内外で、臨床や地
域と教育・研究機関の連携事業にかかわりながら、
その関心事についてエビデンスに基づいた説明をす
る、これが現在の取り組みです。

牧野 裕子 教授

　地域・在宅で生活する療養者およびその家族を
対象に、「その方らしい生き方」を支える看護のあ
り方に関する研究に取り組んでいます。また平時の
みならず、有事への備えや地域における災害弱者へ
の支援体制づくりについて、地域の様々な職種の
方々と共に模索中です。療養者・ご家族は勿論、地
域ケアに関わる現場の皆様に寄り添える看護研究
でありたいと願っています。

小池 伝一 准教授

　あらゆる子どもとその家族への看護、子どもの「最
善の利益」を基にした看護援助、子どもの家族へ
の社会的・心理的援助をおこなうため、主として質
的研究をおこない、エビデンスに基づいた看護援助
の構築を目指しています。

小林 由里 准教授

　看護学生への教育実践や、新人看護師を含む看護
師のクリティカルシンキング能力、看護実践能力に
関するテーマについての研究に取り組んできました。
現在は、エンドオブライフケアにかかわる看護師に
焦点を当てた研究に取り組んでいます。

佐藤 郁代 准教授

　地域で生活する高齢者や労働者を対象に、ストレ
ス対処能力の向上のための研究および癒しに関す
る研究を行っています。また、地域包括ケアシステ
ムの進展に向けた、訪問看護師・介護士・ケアマネー
ジャー等への調査研究に取り組んでいます。

蓮池 光人 准教授

　青年期にある対象のメンタルヘルスに焦点を当て
て、その人がもてる力を発揮しながらその人らしい
生活を営むための支援について研究しています。ま
た、夜の街関連職業従事者の健康支援やセカンド
キャリア支援についても研究をしています。

松浦 純平 准教授

　私が取り組んでいる主な研究テーマは、術後せ
ん妄とバーチャルリアリティーの融合研究です。
　テーマは、クリティカル看護、在宅看護、精神看
護、アセスメントツール作成、バーチャルリアリ
ティーを用いた質的研究、量的研究、テキストマイ
ニング、生体反応をみる実験研究まで幅広く指導可
能です。

宮本 雅子 准教授

　大学院では母性看護学や助産学の学問領域であ
る育成看護学分野の科目を担当します。周産期の女
性やその家族への支援、子育て支援、思春期や更
年期女性の健康教育について研究をしています。

井上 葉子 講師

　地域看護学における公衆衛生看護と在宅看護を
専門として、住民の健康づくりや在宅療養者と家族
の生活の質の向上を目的とした研究をしています。
最近では、難病の方の社会参加のあり方の検討や
看護職のアセスメント力を高め、多職種間連携を実
現するための教育的な研究を行っています。

高田 勝子 講師

　人の認知脳科学を専門としております。ストレス
マネジメント、マインドフルネスを教育の現場で活
用するための研究を行っております。
　また、国際交流を通して、人と人のコミュニケー
ション、多文化共生社会、心理社会的支援について
取り組んでいます。

西出 順子 講師

　自己心理学・間主観性理論から見た患者̶ 看護
師関係の省察と治療的関係性について関心があり
ます。心理検査を用いた見立て、発達理論・精神
分析理論を用いた対象理解、また、地域で生活す
る精神障がい者と家族の支援に関する授業を担当
しています。

概要

概要

目標

目標

「精神看護学分野」「在宅看護学分野」「育成看護学分野」の 3 分野にかかわり、
学生が作成した研究計画をもとに具体的な研究へと導き、論文を完成させるための指導を行います。

精神看護学実習で取得した精神看護専門看護師の技法について、理論的、広範囲な文献からクリティークし、実践を概
念化し新たな技法も開発、有効性の検証または理論開発を行い、課題研究の論文を完成するための研究指導を行います。

［指導教員と研究テーマ］

［指導教員と研究テーマ］

上野 栄一 教授  ●会話場面の分析方法　●カウンセリング理論、中範囲理論に基づく精神障がい者と家族への支援 ●入院患者の地域定着支援　●ケアリング

岩本 淳子 教授 ●病室環境　●高齢者の転倒・転落予防　●地域住民のヘルスプロモーション　●看護学教育

臼井 キミカ 教授 ●重度認知症高齢者の日常生活支援技術の研修プログラム開発　●重度認知症高齢者の養護者・ケア担当者に対する研修プログラム開発　
　 ●高齢者虐待の要因分析　●高齢者虐待防止介入研究

西薗 貞子 教授 ●トランジション教育　●看護師の能力育成プログラム開発　●看護版能力評価開発

服部 律子 教授 ●親準備性　●周産期のメンタルヘルス　●看護学・助産学教育

堀内 美由紀 教授 ●災害医療・保健活動に関わる人材の継続学習支援システム　●外国人、妊産婦、在宅療養者など災害時要援護者に対する防災・減災教育

牧野 裕子 教授 ●在宅療養者および家族の支援・QOL 向上

小池 伝一 准教授 ●慢性疾患をもつ子どもと家族の看護　●ハイリスク新生児と家族の看護　●子どもの家族への社会的・心理的援助
　 ●子どもの「最善の利益」を基にした看護　●小児看護技術におけるケアのエビデンス

小林 由里 准教授  ●看護師の現任教育　●エンドオブライフケアに携わる看護師の実践知
蓮池 光人 准教授 ●青年期のメンタルヘルス　●夜の街関連職業従事者の健康支援

松浦 純平 准教授 ●VR（バーチャルリアリティ）を用いた術後せん妄に関する研究　●熟練看護師の直観に関する研究
　 ●AR を用いたリアルオリエンテーションに関する研究

宮本 雅子 准教授 ●周産期における女性とその家族への看護　●思春期・更年期女性への健康維持・増進に向けての看護・健康教育

上野 栄一 教授
精神障がい者とその家族への支援について、主
観的データの分析方法、客観的評価指標をいか
に活用するかを学び、自ら実践した看護ケアにつ
いて文献検索を通して科学的な裏付けを行い論
文としてまとめます。

蓮池 光人 准教授
精神看護の対象にどのように三重の関心を注ぎ、
対象がもてる力を発揮しながら、その人らしい生
活をするための看護実践ができるかを根拠に基
づいて明らかにしていきます。

西出 順子 講師
看護実践の場における治療的な患者―看護師関係
やコミュニケーションに関する研究課題を設定し、
論文を作成するための指導を行います。

（お問い合わせ先）

2023年7月1日現在 2023年7月1日現在

CNSを履修するコースのみ選択

研究計画書の作成に関する基本
的な知識を説明できる。

学習内容の中から、精神看護専門看護師の実践の中で
生じる課題を抽出する。

研究テーマにふさわしい知見を得て、修士課程修了に
相当する課題研究論文をまとめる。

専門看護領域の発展や専門知識・技術
の向上を図るために、科学的思考や論
理的思考に基づいた研究活動を行える。

研究を推進するにあたり確かな
倫理観に裏付けられた研究的態
度を身に付けることができる。
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在宅看護学分野 臼井 キミカ 教授
kusui@naragakuen-u.jp 精神看護学分野 上野 栄一 教授

uenoe5005@naragakuen-u.jp育成看護学分野 服部 律子 教授
r-hattori@naragakuen-u.jp

詳しくは
本学ホームページ
もご覧ください。
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